
　
「
紅
萌
ク
ラ
ブ
」
は
多
年
に
わ
た
っ
て
三
高
会
館
東
京
分
館
と
し
て
同
窓

会
員
の
親
睦
お
よ
び
学
術
研
究
に
対
す
る
便
宜
供
与
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
故
鈴
木
常
夫
氏
（
Ｓ
・
17
・
9
文
丙
）
創
始
の
同
ク
ラ

ブ
所
有
者
（
株
）「
紅
萌
」
の
事
情
に
よ
り
平
成
2
年
7
月
末
を
以
っ
て
閉

鎖
の
止
む
な
き
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

三
高
会
館
東
京
分
館
に
お
け
る
諸
会
合
で
の
レ
ク
チ
ュ
ア
内
容
を
収
録
し

た
『
紅
萌
抄
』
な
る
冊
子
は
（
財
）
三
高
自
昭
会
が
各
年
度
予
算
に
計
上
す

る
分
館
事
業
費
の
大
半
を
充
当
し
て
東
京
分
館
サ
イ
ド
で
刊
行
し
広
く
会
員

に
配
布
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
以
後
『
紅
萌
抄
』
に
神
陵
文
庫
の
文
字
を

冠
し
て
、
本
館
に
お
い
て
そ
の
刊
行
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
関
東
支
部
会
員
の
諸
例
会
は
そ
の
後
と
こ
ろ
を
変
え
て
引
き
続
き

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
三
高
会
館
で
回
を

重
ね
て
い
る
「
会
館
の
つ
ど
い
」
で
の
レ
ク
チ
ュ
ア
と
「
公
開
講
演
会
」
で

の
講
演
の
内
容
を
収
録
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も
ど
も
順
次
刊
行
を

続
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の
刊
行
に
つ
い
て

神　

陵　

文　

庫



　
　
（
既
刊
）
第
一
巻
（
そ
の
六
）

（
平
成
元
年
3
月
〜
平
成
元
年
11
月
）

　
　
　
　

目　
　

次

高
齢
化
社
会
と
医
療
機
器	

上
野　

昭
二

翻
訳
の
た
の
し
み	

市
原　

公
祐

日
本
海
運
に
つ
い
て	

岡
井　

安
正

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本	

伊
谷　

峻
一

「
科
学
・
技
術
・
製
造
」
と
「
ひ
と
」	
和
田　
　

努

ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
に
つ
い
て	
佐
古
田
正
昭

焼
き
物
の
楽
し
み	

伊
東　

正
典

わ
が
交
友
抄	

三
好　

基
之

日
本
の
農
業
あ
れ
こ
れ	

森
田　

勇
吉

建
設
技
術
と
最
近
の
研
究
動
向	

大
崎　

順
彦

天
文
・
宇
宙
あ
れ
こ
れ	

高
瀬
文
志
郎

　
　
（
既
刊
）
第
二
巻
（
そ
の
七
）

（
平
成
2
年
2
月
〜
平
成
2
年
12
月
）

　
　
　
　

目　
　

次

パ
ズ
ル
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー	

澤
田
新
一
郎

下
水
道
の
話	

吉
田　

公
二

自
由
の
学
風
を
憶
う	

松
延　

慶
二

議
員
立
法	

上
田　
　

章

日
米
経
済
摩
擦
に
つ
い
て	

小
穴　

雄
康

上
田
三
四
二
先
輩
と
『
新
潮
45
』	

亀
井　

竜
夫

5
年
間
の
バ
ン
コ
ッ
ク	

錦
織　

俊
郎

新
幹
線
の
建
設
計
画
に
つ
い
て	

富
井　

義
郎

国
際
企
業
の
企
業
戦
略	

八
城　

政
基

い
ま
、
石
達
が
語
り
は
じ
め
た	

細
野　

礦
史

三
島
由
紀
夫
事
件	

徳
岡　

孝
夫



　
　
（
既
刊
）
第
三
巻
（
そ
の
八
）

（
平
成
3
年
1
月
〜
平
成
3
年
12
月
）

　
　
　
　

目　
　

次

海
外
体
験
い
ろ
い
ろ　
　
　
　
　

Ｇ
・
Ｍ
・
Ａ
・
グ
テ
レ
ス

気
象
い
ろ
い
ろ	

清
水　

正
義

日
本
語
の
文
法
に
つ
い
て	

高
橋　

太
郎

半
導
体
の
最
新
事
情	

日
野　

晴
夫

土
地
問
題
の
核
心	

國
宗　

正
義

ド
イ
ツ
司
法
調
査
旅
行	
環　
　

直
弥

そ
の
頃
の
思
い
出

　
　

配
属
将
校
殴
打
事
件	

西
田　

美
穂

わ
が
青
春
移
動
大
学	

川
喜
田
二
郎

く
す
り
の
周
辺	

茅
壁　

敬
祐

　
　
（
既
刊
）
第
四
巻
（
そ
の
九
）

（
平
成
4
年
1
月
〜
平
成
4
年
6
月
）

　
　
　
　

目　
　

次

素
粒
子
の
世
界	

安
見
真
次
郎

混
乱
の
時
代	

長
坂　
　

強

体
験
的
研
究
論	

伴　
　

義
雄

将
来
の
電
波
の
世
界	

高
木　

盛
久

朽
ち
果
て
ぬ
鉄
に
魅
せ
ら
れ
て	

井
垣　

謙
三

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
の

　
　
　
　
　
　

安
全
問
題
に
つ
い
て	

鵜
戸
口
英
善

建
設
業
の
国
際
化
と
対
米
建
設
摩
擦	

金
元　
　

功

私
の
三
高
時
代	

藤
林　

益
三

ア
ン
ダ
マ
ン
島
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

戦
犯
問
題
に
つ
い
て	

寺
前　
　

章

Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て
五
年	

武
藤　

良
介



　
　
（
既
刊
）
第
五
巻
（
そ
の
十
）

（
平
成
4
年
7
月
〜
平
成
6
年
3
月
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
た
日
本	

品
川　

正
治

徐
福
伝
説　

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
徐
福
か	

工
藤　

憲
男

ロ
ン
ド
ン
の
思
い
出	

柴
田　

善
助

出
た
と
こ
勝
負	

森　
　
　

毅

皇
太
子
の
結
婚
に
つ
い
て	

村
尾　

清
一

医
療
制
度
の
現
状
と
将
来	
日
野
原
重
明

私
の
巴
里　

サ
・
エ
・
ラ　

	
鈴
木　

忠
敏

「
和
魂
洋
才
」
と
そ
の
行
方	

藤
沢　

令
夫

し
ろ
う
と
の
木
版
画	

河
原　
　

勇

原
子
力
の
光
と
影	

川
上　

幸
一

規
格
の
話	

三
佐
尾
武
雄

　
　
（
既
刊
）
第
六
巻
（
そ
の
十
一
）

（
平
成
6
年
4
月
〜
平
成
7
年
6
月
）

物
を
書
く
と
い
う
こ
と	

古
山
高
麗
雄

ロ
シ
ア
か
ら
帰
っ
て	

枝
村　

純
郎

鉄
道
信
号
の
話	

片
岡　

軌
夫

我
が
故
郷
北
朝
鮮
の
現
況
に
思
う	

山
中　

重
男

日
本
の
水	

川
本　

正
知

21
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題	

鈴
木　
　

篁

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
地
球
環
境
問
題	

小
林　
　

料

イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
欧
州
情
勢
と
日
本	

北
村　
　

汎

寮
歌
管
見	

梅
田　

義
孝

阪
神
大
震
災	

玉
野　

俊
郎

ド
イ
ツ
か
ら
見
た
欧
州
情
勢	

村
田　

良
平

特
捜
検
察
の
は
な
し	

藤
永　

幸
治

技
術
士
の
し
ご
と	

武
田　
　

進

北
朝
鮮
に
旅
し
て	

大
川　

美
雄



　
　
（
既
刊
）
第
七
巻
（
合
本
Ⅰ
に
収
録
）

（
平
成
7
年
10
月
〜
平
成
9
年
5
月
）

現
下
の
金
融
問
題	

中
村　

金
夫

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
せ
て	

坪
井　

達
夫

特
許
と
国
際
化	

平
林　

謙
三

英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
と
欧
州
の
鉄
道
事
情	

持
田　
　

豊

身
辺
事
情
と
現
代
の
世
相
に
つ
い
て	

西
田
亀
久
夫

写
真
映
像
の
世
界	

上
田　

博
造

沖
縄
を
み
つ
め
る	
植
木　

光
教

寮
歌
に
つ
い
て	
雑
喉　
　

潤

医
療
を
め
ぐ
る
諸
問
題	

高
橋　

勝
三

京
大
天
皇
事
件
（
学
生
時
代
の
こ
と
）	

倉
野　

昌
夫

　
　
（
既
刊
）
第
八
巻
（
合
本
Ⅱ
に
収
録
）

（
平
成
10
年
11
月
〜
平
成
11
年
10
月
）

通
へ
る
夢
は
崑
崙
の
高
嶺
の
此
方
ゴ
ビ
の
原	

岸
田　

達
也

通
産
省
こ
ぼ
れ
話	

加
嶋
耕
之
助

本
格
化
し
た
第
三
次
産
業
革
命
の
進
行	

岸
田
純
之
助

成
人
病
の
予
兆	

山
根　

至
二

質
問
書
方
式
に
よ
る
講
義	

田
中　
　

一

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て	

横
田　

英
夫

冷
戦
の
終
結
と
米
欧
の
軍
縮	

竹
岡　

勝
美

源
氏
物
語
の
よ
み
方　

Ⅰ	

秋
山　
　

虔

源
氏
物
語
の
よ
み
方　

Ⅱ	

秋
山　
　

虔

生
命
倫
理
と
二
一
世
紀
の
科
学	

井
村　

裕
夫



　
　
（
既
刊
）
第
九
巻
（
合
本
Ⅲ
に
収
録
）

（
平
成
11
年
6
月
〜
平
成
13
年
5
月
）

「
京
都
学
派
の
哲
学
」
再
考	

古
田　
　

光

外
交
を
読
む　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
日
中
関
係	

中
江　

要
介

与
え
ら
れ
た
寿
命
と
勝
ち
取
る
寿
命	

日
野
原
重
明

セ
ザ
ン
ヌ	

内
田　

園
生

国
鉄
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
も
や
ま
話	

富
井　

義
郎

ビ
ル
マ
で
の
戦
い	
古
山
高
麗
雄

神
戸
震
災
五
年
を
経
て	
牧　
　

冬
彦

帝
国
解
体
後
の
ロ
シ
ア	

枝
村　

純
郎

　
　
（
既
刊
）
第
十
巻
（
合
本
Ⅳ
に
収
録
）

（
平
成
12
年
6
月
〜
平
成
13
年
12
月
）

パ
リ
生
活
五
〇
年
・
画
家
の
生
活
と
意
見	

田
淵　

安
一

日
本
の
大
学
『
冬
の
時
代
』
に
つ
い
て	

富
塚
文
太
郎

英
国
と
日
本
の
狭
間
で	

大
川　

美
雄

マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
歌	

来
住　

正
三

海
軍
・
京
都
学
派
・
世
界
史	

岸
田　

達
也

一
九
四
五
年
夏
、
ポ
ツ
ダ
ム	

仲　
　
　

晃

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
話	

高
田　

良
一



　
　
（
既
刊
）
第
十
一
巻
（
合
本
Ⅴ
に
収
録
）

（
平
成
14
年
2
月
〜
平
成
15
年
6
月
）

和
辻
哲
郎
と
津
田
左
右
吉	

市
倉　

宏
祐

ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

	

杉
田　

欣
一

二
十
一
世
紀
の
環
境
問
題	

近
藤　

次
郎

ラ
オ
ス
と
電
気
通
信	

岩
噌　

弘
三

寮
歌
の
時
代　

Ⅰ	

岸
田　

達
也

寮
歌
の
時
代　

Ⅱ	
岸
田　

達
也

私
の
三
高
体
験	
青
山　

光
二

　
　
（
既
刊
）
第
十
二
巻
（
合
本
Ⅵ
に
収
録
）

（
平
成
12
年
11
月
〜
平
成
16
年
4
月
）

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
歴
史
文
化
と
町
づ
く
り	

近
藤　

公
夫

新
聞
と
い
う
印
刷
物
の
話	

梶　
　

光
雄

時
代
を
顧
み
て	

矢
口　

洪
一

湯
川
秀
樹
と
朝
永
振
一
郎	

中
村
誠
太
郎

マ
ク
ナ
マ
ラ
の
老
春
紀
行	

仲　
　
　

晃



（
既
刊
）
第
十
三
巻
（
合
本
Ⅶ
に
収
録
）

（
平
成
13
年
7
月
〜
平
成
17
年
9
月
）

	『
親
孝
行
と
愛
国
心
』	

岡
本　

道
雄

古
典
を
ど
う
読
む
か	

	

秋
山　
　

虔

憲
法
九
条
と
財
界
と
私	

品
川　

正
治

国
際
物
流
「
海
」
と
「
空
」	

中
村　

啓
三

同
時
代
史
と
し
て
の
昭
和
の
戦
争	

尾
藤　

正
英

日
本
の
実
用
衛
星
用
ロ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て	
西
本
喜
久
雄

最
後
の
沖
縄
県
知
事
島
田
叡	
田
澤　
　

仁

　
　
（
既
刊
）
第
十
四
巻
（
合
本
Ⅷ
に
収
録
）

（
平
成
18
年
8
月
）

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る	

山
本　

英
二

　
　
（
既
刊
）
第
十
五
巻
（
合
本
Ⅸ
に
収
録
）

（
平
成
19
年
10
月
〜
平
成
21
年
10
月
）

お
茶
の
話	

入
江
宗
三
郎

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
郡
上
凌
霜
隊
に
つ
い
て	

朝
比
奈　

隆

残
留
農
薬	

田
中　

寛
康

パ
ー
カ
ー
さ
ん
の
思
い
出
と
放
射
性
医
薬
品
の
揺
籃
期

	

小
川　
　

弘

低
炭
素
社
会
へ
の
日
本
の
道	

力
石　

定
一

古
き
良
き
カ
ン
ボ
ジ
ア	

岩
噌　

弘
三	



　
　
（
既
刊
）
第
十
六
巻
（
合
本
Ⅹ
に
収
録
）

（
平
成
16
年
10
月
〜
平
成
22
年
8
月
）

橘
夫
人
物
語	

井
垣　

謙
三

徐
福
伝
説	

工
藤　

憲
男

西
国
三
十
三
所
巡
礼	

前
田　

礼
三

今
の
日
本
を
一
五
年
前
に
予
測
で
き
た	

岩
噌　

弘
三

温
暖
化
に
揺
れ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド	

高
田　

良
一	

　
　

別
巻　

目
次
（
平
成
19
年
12
月
発
行
）

　
　
　

新
世
紀
に
生
き
る

　
　
　
　

｜
三
高
創
立
百
三
十
五
年
記
念
講
演
録
｜　

歩
い
て
巡
礼　

六
千
粁	

松
尾　

心
空

ど
う
な
る
ど
う
す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会	

坂
井　

利
之

知
識
社
会
と
教
育	

井
村　

裕
夫

思
想
往
還
｜
二
一
世
紀
文
明
と
古
代
哲
学
｜	

藤
澤　

令
夫

教
育
改
革
と
旧
制
高
等
学
校
の
理
念	

巽　
　

友
正

戦
争
の
様
相
と
変
化	

村
田　

良
平	



｜｜神陵文庫別冊シリーズ｜｜

『自由の鐘』（2005．９刊）
三高 80年の歴史に関わる展示を図録化。図版多数。

『新編自由寮史』（2006．12 刊）
出征を控えた三高生がまとめた寄宿舎・自由寮の歴
史を再構成。

『戦中・戦後三高小史』（2008．１刊）
戦時体制期から戦後の三高終焉に至る約 10年間の歴
史を叙述。上横手雅敬原著。

『新版神陵小史』（2009．３刊）
前身校時代も含め、明治から昭和戦前期までの三高
史を通観。70年ぶりの復刊。

『稿本神陵史　大学予科篇』（2010．３刊）
三高校史の底本となった林屋辰三郎稿本の復刊前編。
本巻対象期は明治後期から大正中期まで。

財団法人三高自昭会
　　三高記念室　設置・運営委員会
　　　　　　　委員　井垣隆敏　　鈴木宗夫
　　　　　　　　　　小泉五郎　　狩野直禎
　　　　　　　　　　三好郁朗　　岸本佳典

　　　　　　　顧問　井村裕夫

　　　　　　　＊いずれも当法人役員
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